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限りある資源を大切に�本紙はリサイクルによる、古紙からの再生パルプ（１００％）を使用しています。

付 議 事 件 の 審 議 結 果

結　　　果件　　　　　　　　　　名議案番号

承 認（１２／／１９）

認 定（１２／／２）

可 決（１２／／１９）

同 意（１２／／２）

可 決（１２／／１９）

可 決（１２／／１９）

可 決（１２／／１９）

可 決（１２／／１９）

可 決（１２／／１９）

可 決（１２／／１９）

可 決（１２／／１９）

可 決（１２／／１９）

１５年度一般会計補正予算（第３号）

１４年度各会計決算の認定

芦屋庭園都市宣言

教育委員会委員の任命

芦屋市立学校授業料等の徴収条例の一部改正

芦屋市留守家庭児童会条例の制定

芦屋市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部改正

市地区計画の区域内における建築物の制限条例の一部改正

１５年度一般会計補正予算（第４号）

１５年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

市道路線の認定

芦屋市一般職職員の給与に関する条例の一部改正

報７

６０

６１

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

市　

長　

提　

出　

議　

案

否 決（１２／／１９）

継続審査（１２／／１９）

芦屋市議会議員の報酬及び費用弁償条例の一部改正

イラクへの自衛隊派兵の中止を求める意見書

　９

１０

議

提

採 択（１２／１９）

みなし不採択（１２／１９）

不採択（１２／１９）

採 択（１２／１９）

（仮称）「東芦屋集合住宅」建設計画についての請願書

留守家庭児童会事業の有料化・条例化についての請願書

市民の社会活動の場の充実を求める請願書

美術博物館のこれからについての話し合いを求める請願書

　８

　９

１０

１１

請　

願

※議案番号欄「議提」とあるのは、議員提出議案。

でに完了し、１６年度後半には着工したいということです。工事は、

仮設校舎を建てずに既存の校舎を使用しながら、１９年度までの間

に３期に分け順次建て替えていくというものです。（右図）

　実施設計の委託料の追加を含む一般会計補正予算案は、１２月５

日（金）に開いた総務常任委員会で審査を行いました。ここでは、

委員から、現在は基本設計の詰めの段階であるが、今後も住民を

はじめ、関係各団体に対し機を逃さず説明を行い、十分な意見聴

取をして実施設計に反映させるよう要望しました。

　平成１５年１２月２日（火）の本会議に、精道小学校建て替え事業の

実施設計の委託料の追加を含む一般会計補正予算案（第４号）の

提出がありました。

　市議会では、この補正予算案の提出に先立ち、１２月１日（月）に

民生文教常任委員会で当局から基本設計について説明を受けまし

た。説明によりますと、現在の１６学級を平成２１年度までの児童数

の予測から２１学級の規模で改築するもので、最大２４学級まで対応

（増築）可能ということです。今後は、実施設計を平成１６年６月ま
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精道小学校校舎整備事業の基本設計まとまる
実施設計の委託料を予算化、平成１６年度後半には着工へ

人　
事　
案　
件

　

十
二
月
二
日
（
火
）
の
本
会
議

で
、
市
長
か
ら
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
議
案
の
提
出
が
あ
り
、
同

意
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

■ 
教
育
委
員
会
委
員
（
任
期
・
四

年
）

▽ 
近
藤　

靖
宏
（
こ
ん
ど
う　

や

す
ひ
ろ
）
東
芦
屋
町
三
―
五

　「芦屋庭園都市宣言」は、１２月２日（火）に市
長から提案され、建設常任委員会の審査を経て、
１９日（金）の本会議で採決の結果、賛成多数で可
決しました。
　建設常任委員会の審査では、反対する立場の委
員からは、行政改革に一番必要なものは市民の政
治に対する信頼であり、この都市宣言がそれを補
強するものになってないし、職員の意識も変わっ
ていない。宣言文の作成にはワークショップの手
法はなじまず、キーワードを出してそれを文章に
する簡便な手法では、批判に耐えない文章ができ
上がってしまうとの意見がありました。また、賛
成する立場の委員からは、市としての新たな打ち
出しをこの宣言で行うことに意味がある。行政改
革の流れの中で、市民と市が一体となって前向き
に取り組める目標が必要であり、市民の手作りの
宣言という点を尊重したいとの意見がありました。
　宣言文は、次のとおりです。

芦屋庭園都市宣言

　わたしたちのまち芦屋は、山・川・海に恵ま
れた自然環境のもと、文化性にあふれたまちと
して発展してきました。
　２１世紀を生きるわたしたちは、この歴史ある
まちの美しいまちづくりをさらに進めて、世界
中の人々が一度は芦屋を訪れてみたいと思うま
ちを目指すため、次のとおり「芦屋庭園都市」
を宣言します。

わたしたちは
１　今ある自然を大切に守り育て、
　　　　　　　　人と緑の調和を目指します。
１　花と緑いっぱいの
　　　　　　美しく潤いのあるまちにします。
１　四季折々の花や緑に囲まれた
　　　いのちの躍動感あふれるまちにします。
１　花と緑が絶えないまちづくりを
　　　　　　　　　　　　みんなで続けます。
１　一人ひとりの心の中にも花を咲かせます。
１　花や緑を愛する子どもたちを育てます。

平成１６年１月１日
芦　屋　市

芦屋庭園都市宣言を可決
　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
九
月

二
十
六
日
（
金
）
の
本
会
議
終
了

後
の
委
員
会
で
、
収
入
役
か
ら
決

算
概
要
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

収
入
役
の
概
要
説
明
に
よ
り
ま

す
と
、
平
成
十
四
年
度
は
、
財
政

の
健
全
化
を
目
指
し
て
あ
ら
ゆ
る

事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
諸
施

策
に
取
り
組
ん
だ
が
、
公
債
費
比

率
を
は
じ
め
、
地
方
債
許
可
制
限

比
率
、
経
常
収
支
比
率
な
ど
、
財

政
指
標
の
す
べ
て
が
一
層
悪
化
し
、

き
わ
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
陥

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
後
、
十
月
八
日
（
水
）
か

ら
三
日
間
に
わ
た
り
精
力
的
に
決

算
内
容
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
の
中
で
出
さ
れ
た
意
見
、
要

望
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
総
務
費
で
は

・ 
市
税
に
関
し
、
市
街
化
調
整
区

域
で
あ
る
奥
池
地
域
に
も
都
市

計
画
税
の
課
税
を
検
討
す
べ
き

・ 
職
員
の
服
務
規
律
に
関
し
て
は
、

貸
与
被
服
着
用
の
徹
底
と
、
大

型
名
札
の
着
用
を

・ 
市
民
課
の
窓
口
業
務
の
時
間
延

長
を

・ 
汚
職
事
件
の
再
発
防
止
の
た
め

徹
底
し
た
究
明
を

◇
民
生
費
で
は

・ 
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
テ
ン

ト
設
営
経
費
な
ど
は
工
夫
を
凝

ら
し
経
費
節
減
を

・ 
高
齢
者
バ
ス
運
賃
助
成
に
関
し

て
、
市
内
の
バ
ス
乗
り
継
ぎ
に

補
助
を
出
す
べ
き
。
ま
た
、
影

響
の
大
き
い
南
芦
屋
浜
の
住
民

に
対
す
る
特
別
の
対
応
策
を

・ 
障
害
者
対
策
で
は
、
重
度
身
体

障
害
者
へ
の
支
援
制
度
が
欠
如

し
て
い
る
。
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
早
期
建
設
を

・ 
保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
策
に

関
し
て
、
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
に

待
機
児
童
対
策
が
な
い
。
抜
本

的
見
直
し
を

◇
衛
生
費
で
は

・ 
ご
み
収
集
の
民
間
委
託
、
有
料

化
の
早
急
な
検
討
を

・ 
資
源
ゴ
ミ
回
収
報
償
金
の
額
の

再
検
討
を

◇
土
木
費
で
は

・ 
放
置
自
転
車
対
策
に
関
し
、
放

置
自
転
車
の
返
還
金
の
引
き
上

げ
と
罰
則
規
定
の
新
設
を

・ 
山
手
幹
線
事
業
は
、
凍
結
し
て

見
直
す
べ
き

・ 
中
央
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

の
清
算
金
の
納
付
に
関
し
、
臨

機
応
変
な
対
応
を

・ 
特
定
有
料
賃
貸
住
宅
家
賃
補
助

制
度
に
関
し
、
空
き
家
家
賃
の

満
額
補
助
制
度
の
見
直
し
を

◇
消
防
費
で
は

・ 
救
急
救
命
士
養
成
負
担
金
に
関

し
、
人
命
救
助
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
と
水
難
事
故
に
対
す
る

即
応
・
機
能
性
の
充
実
を

◇
教
育
費
で
は

・ 
学
校
園
へ
の
不
法
侵
入
者
の
防

止
対
策
、
登
下
校
の
際
の
安
全

対
策
に
万
全
を
期
す
べ
き

・ 
高
校
学
区
問
題
と
市
立
芦
屋
高

校
の
廃
校
問
題
に
関
し
、
保
護

者
説
明
会
で
の
教
育
委
員
会
の

対
応
は
無
責
任

・ 
図
書
館
費
で
は
、
開
館
日
、
開

館
時
間
等
を
工
夫
す
べ
き

・ 
み
ど
り
学
級
に
つ
い
て
、
今
後

の
運
営
方
針
の
抜
本
的
確
立
を

◇
公
債
費
で
は

・
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
に
関
し

て
は
、
確
実
な
償
還
を
求
め
る

と
と
も
に
、
生
活
実
態
に
配
慮

し
た
対
応
を

◇
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
で
は

・ 
駐
車
場
料
金
の
再
検
討
を

◇
打
出
・
芦
屋
財
産
区
共
有
財
産

会
計
で
は

・ 
基
金
積
立
金
を
精
道
小
学
校
の

建
て
替
え
に
活
用
す
べ
き

◆
反
対
討
論
で
は

・ 
山
手
幹
線
、
総
合
公
園
な
ど
大

型
土
木
開
発
優
先
の
執
行
で
あ

り
、
市
民
の
暮
ら
し
、
教
育
へ

の
影
響
が
随
所
に
見
ら
れ
る

・ 
行
政
改
革
は
、
市
民
の
理
解
や

合
意
を
得
て
い
な
い
。
説
明
不

足
と
い
う
よ
り
無
理
押
し
だ

・ 
介
護
保
険
事
業
会
計
で
は
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者

が
三
百
八
十
人
を
超
え
る
厳
し

い
実
態
が
あ
る
。
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
な
い
の
は
制

度
の
根
幹
に
か
か
わ
る
問
題

◆
賛
成
討
論
で
は

・ 
財
政
再
建
の
た
め
に
は
、
市
役

所
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
し
、

そ
の
分
を
市
民
に
担
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る

・ 
行
政
改
革
が
実
現
で
き
な
け
れ

ば
再
建
団
体
へ
の
転
落
は
必
至

で
あ
る
。
市
民
へ
の
説
明
責
任

を
し
っ
か
り
果
た
し
、
市
民
、

国
・
県
の
協
力
を
得
て
成
果
を

あ
げ
る
こ
と
を
期
待
す
る

　

第
三
回
定
例
会
最
終
日
に
提
案
が
あ
り
、
継
続

審
査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
、
十
四
年
度
芦
屋
市
各

会
計
決
算
の
認
定
議
案
は
、
十
二
月
二
日
（
火
）

の
本
会
議
で
、
決
算
特
別
委
員
会
の
長
野
委
員
長

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告
か
ら

　

平
成　

年
度
芦
屋
市
各
会
計
決
算
を
認
定

１４

か
ら
委
員
会
の
審
査
結
果
の
報
告
を
受
け
、
採
決

を
行
っ
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
で
出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
等

を
中
心
に
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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